
-8-

難波八阪神社・獅子殿
　全国に数ある八坂神社の中で最もユニークで大阪らしい神
社が大阪ミナミの繁華街、地下鉄四つ橋線難波駅近くにある難
波八阪神社です。この神社は資料の社伝によれば古来難波下
の宮と称し難波一帯の産土神で後天皇の延久の頃から祇園
牛頭天皇（ごずてんのう）をお祀りする古社として知られていま
したが、維新後、神仏分離により寺は廃絶して明治5年（1872）
に郷社となりました。現在のご本殿は昭和49年（1974）に完
成、神社の綱引き神事は、スサノウノミコトが大蛇を退治して民
衆の苦難を除かれた故事に基き始められたと云われており、
摂津名所図絵や摂津名所図会大成にも紹介されていて、平
成13年（2001）には大阪市で初めての無形民俗文化財に指
定されています。
　また、この本殿の境内には獅子殿と呼ばれる巨大な獅子頭
の建造物があり、神社の各種行事を行う舞台として使用されて
います。高さ12ｍ、奥行き10ｍ、幅11ｍ、もあり正面を見据える
鋭い目と大きな口を開けた獅子の歯は黄金の光を放ち異様な
雰囲気を漂わせいます。目は照明となり鼻はスピーカーの役割
を果たしています。ひとめ見た瞬間その迫力に圧倒されます。

神社では獅子の大きな口で勝利を呼び邪気を呑み込み商運
を招き縁起が良いとされるため、全国各地から参拝に訪れる人
が絶えないと云います。
　獅子殿内部神殿には御祭神スサノウノミコトの荒魂を祀り唐
櫃上加賀獅子一対奉安、格天井には全て手彫の素晴らしい
鳳凰の彫刻が施されています。舞台では正月や祭りの日には
神楽や各種芸能が奉納されますが、特に夏祭りは盛大で7月
13日・14日の両日に亘り斎行され神輿、太鼓も数多く参加して、
平成13年には江戸時代から230年ぶりに復活した渡御も出て
千日前や道頓堀、戎橋を巡行しナニワの夏を賑 し々く盛り上げ
ました。

大和田　昌 

　今回は「はこ と かみ と ふくろ と てーぷ の うちもとしょうか

いです。」でおなじみ、㈱内本商會・内本朋唯社長をおたずね

いたしました。大阪市の西部、ＪＲ・大阪メトロ長堀鶴見緑地線

「大正駅」より、歩くこと10分と少し、黒塗りの渋い倉庫兼事

務所の建物が現れます。

　内本社長は、昭和38年6月、大阪・船場の包装資材を扱う

会社に入社、10数年の間、みっちりと修行され、昭和51年9月、

満を持して大阪市西区で創業。昭和56年9月、大正区に自社

ビルを建築移転、昭和58年に法人化されて、「これから・これ

から・これから とがんばっています。」と、気がつけば40年以上

走り続けてこられました。

　総合包装資材商社として、各メーカー、各工場と直結した仕

入に努められ、良品を安く早くを基本に、欲しい物を欲しい時

に欲しい分だけお届けするという営業スタイルを貫いてこられま

した。ストレッチフィルム等、海外からのＯＥＭでの直輸入も加え

て、大手量販店にも価格面で引けを取らないことと、平成24年

に増築し合計485坪にもなった倉庫に、段ボールケースは常時

150種類も取りそろえられる等、他社にない強みを持つまでに

なられました。

　原材料費等の上昇と、為替の影響で、売上はあがっている

ものの、利益率の低下が顕著であるそうですが、何よりも人と

人のつながりこそが生命線と考えられ、社員と顧客を大切にし、

これからも自慢の営業スタイルを継続して、かつ、品質管理に

最大の注意を払い、さらには、地球にやさしい環境問題にも留

意した、社会に貢献できる企業を目指したいとおっしゃっておら

れました。
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